
愛媛県における鳥獣被害の現状と対策

愛媛県農産園芸課
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Ⅰ 野生鳥獣による農作物等の被害状況

176
億円

年度１８ １９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

億円

１ 全国の野生鳥獣による農作物被害額・面積の推移
10年間最高
239億円 千ha

出典：農林水産省
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10年間最高
436百万円

２ 本県の野生鳥獣による農作物被害額・面積の推移

年度１９ ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ ２８

百万円
ha

出典：農産園芸課業務資料



３ 平成28年度鳥獣種別の農作物被害額・面積

ヒヨドリ
39,578千円（9%）

34ha（9%）

出典：農産園芸課業務資料

その他獣類
33,387千円（8%）

20ha（7%）

カラス
50,518千円（12%）

34ha（9%）

その他鳥類
2,599千円（1%）

5ha（1%）

イノシシ
267,955千円（61%）

236ha（66%）



４ 平成28年度地域別の農作物被害額・面積

南予
262,780千円（60％）
239.9ｈａ（67％）

中予
89,357千円（21％）
49.5ｈａ（14％）

東予
84,263千円（19％）
70.8ｈａ（20％）

１

２

３

■被害の多い市町：被害額（面積）

①宇和島市：64,816千円（55.0ｈａ）

②今治市：56,938千円（37.5ｈａ）

③西予市：41,865千円（22.6ｈａ）

出典：農産園芸課業務資料



５ 平成28年度作物別の農作物被害額・面積

稲・麦
51,154千円（11.7%）
81.3ｈａ（22.6%）

果樹
328,354千円（75.2%）
229.2ｈａ（63.6%）

野菜
28,799千円（6.6%）
30.1ｈａ（8.4％）

その他
28,093千円（6.5%）
19.5ｈａ（5.4％）

出典：農産園芸課業務資料



６ 平成28年度に農作物被害額が増加した要因

区分 果樹 稲・麦 野菜 その他 計

H28被害額 328,354 51,154 28,799 28,093 436,400

対前年増減 51,484 △517 △2,776 1,854 50,045

（千円）

イノシシ

40,088千円

サル 5,086千円

ヒヨドリ 3,335千円 その他 2,975千円

○温州ミカンの価格上昇（前年比110％）
○高単価な中晩柑類（甘平、不知火、せとか等）の
食害増加
※28年産価格（kg/円）：温州ミカン290円、甘平688
円、不知火405円、せとか618円

イノシシ
40,088千円

出典：農産園芸課業務資料



（１）柑橘園地でのイノシシ被害の拡大

地際を破壊し侵入 防護柵を押し倒し侵入

地面の掘り返し せとかの食害温州ミカンの食害と枝折

柑橘園での被害

防護柵を破壊して圃場へ侵入
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７ 森林被害額・面積の推移

出典：森林整備課業務資料



Ⅱ 鳥獣害の軽減・防止に向けた取組

鳥獣被害防止特措法

議員立法により特別措置された法律（H19.12.14成立）。国の基本指針に即して、市町が被害防止対策を行う場
合、国の鳥獣被害防止総合対策交付金の交付、特別交付税措置などの財政上の措置が講じられる。

抜本的な捕獲強化対策
捕獲強化のため、イノシシ、シカの生息頭数を、平成３５年度までに平成２３年度（基準年）の半減を目指す。

イノシシ ９７万頭 → 約５０万頭 シカ ３２８万頭 → 約１６０万頭

捕獲鳥獣のジビエ等への利活用
出口対策として、捕獲～処理加工～供給～消費の各段階の取組を支援し、ジビエ等の利活用を促進

捕獲活動 防護柵設置 実施隊設置 獣肉処理施設

捕獲

ジビエハンターの育成

処理加工

衛生管理の充実 履歴管理

消費供給

イベント、料理教室等

１ 国の鳥獣害対策の取組



防除 捕獲住民の主体的な取組

バランスのとれた総合対策の推進

成功事例を県内に波及

【目標】３億６千５百万円
〔Ｈ５被害額まで軽減〕

ＩＣＴを利用した大量捕獲実証等

守り 攻め

防護柵の設置による被害防除

◆遠隔監視装置等よる大量捕
獲、自動給餌器の実証開発
を進め、捕獲を強化

適正管理計画の改訂

◆イノシシ・シカ適正管理計画
を改訂し、捕獲目標を増加

〔イノシシ30,000頭、シカ11,000頭〕

捕獲奨励金の拡充

◆捕獲獣を地域資源とし
て有効活用。加工品開
発支援。

◆Webサイトでの販売支援

捕獲獣肉等の有効活用

◆狩猟の魅力講座の開催・
免許取得経費を支援し、
新たな狩猟者を確保

有害鳥獣ハンター養成塾

◆指導者育成研修会の開催
◆名人の捕獲技術を動画マニュアル化し
各種研修会で活用して狩猟者・指導者
を育成

◆ニホンザル適正管理計画
を作成するための生息数
調査

２ 本県の鳥獣害対策の取組
地域体制
づくり

◆適正管理計画に即し、有害
鳥獣捕獲奨励金を拡充
〔54,472千円→89,589千円〕

ニホンザル適正管理計画の策定

鳥獣害を受けにくい集落づくり

鳥獣害対策指導者等の育成

◆国・県・市町の事業により、鉄筋柵、金
網柵、電気柵、防鳥ネット等の防護柵
の設置を促進

◆県、市町が連携して、効果的な設置方
法を普及、指導

適切な管理
効果的な設置

◆普及指導員が中心となり住民主体の被
害対策を県内に波及

地域資源の

有効活用

鳥獣害と
皆で戦う
元気な集落



（１）有害鳥獣捕獲を促進する「攻め」の対策
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出典：自然保護課業務資料
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③ 適正管理計画に即した「攻め」の対策の強化

（１）概 要
鳥獣保護管理法第７条の２第１項に基づき、県内において個体数が著しく増加し、又は生息

域が拡大している鳥獣の管理に関する個別計画を定める。
（２）計画内容

１）第４次愛媛県イノシシ適正管理計画（計画期間：H29.4～H34.3）
農林作物被害が高止まりの状況にあり、被害軽減を図るため、捕獲を強化

２）第３次愛媛県ニホンジカ適正管理計画（計画期間：H29.4～H34.3）
個体数を平成35年度までに平成26年度の半数に近づけるよう捕獲を強化

項目 第３次（旧） 第４次（新）

年間捕獲目標頭数 ２５,０００頭 ３０,０００頭

項目 第２次（旧） 第３次（新）

年間捕獲目標頭数 ３,５００頭 １１,０００頭

特定鳥獣適正管理計画に即し、捕獲奨励金予算を拡充

予算事項 H２８年度 H２９年度

有害鳥獣総合捕獲事業 ５４,４７２千円 ８９,５８９千円

１ 特定鳥獣（イノシシ・ニホンジカ）適正管理計画

２ 有害鳥獣総合捕獲事業

出典：自然保護課・農産園芸課業務資料



④ ＩＣＴを利用した効果的な捕獲技術の実証・開発

檻の映像を見ながら

通知メールが届く

遠隔操作で扉を閉める

センサーが有害獣を感知
赤外線センサー 監視用暗視カメラ

システム本体

監視用暗視カメラ システム本体
（ソーラーパネル）

遠隔監視型捕獲システムの捕獲までの手順

餌付け用自動給餌器
の開発（H29～農水研）

ＩＣＴビジネスモデル発
見＆発表会四国代表



⑤ ニホンザル適正管理計画の策定

現状把握（生息状況、加
害群の分布状況調査）

加害群数（群れ加害レベル）
被害・捕獲状況等の把握

第二種特定鳥獣管理計画
（目標及び施策の検討）

施策の実行

（有害捕獲、防護柵、追い払
い等の総合的な取り組み）

評価・検討
（県特定鳥獣適正管理検討委員会）

関係機関・狩猟者の協力

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

（H32.4.1～H37.3.31までの５年間）

適正な被害防除対策を講じた状況下において、農林業被害や生活環境被害等が顕

在化しない状態にすることを目標とする。

管理目標

管理フロー

出典：自然保護課業務資料

（H29～H31年度） （H32年度～）



⑥ 奥山でのニホンジカ捕獲対策

■ニホンジカによる農林作物被害は県内各地で広がっており、近年は、石鎚山系でも自然植生被
害が発生し、その生息域は高標高地にまで拡大しているため、集中的かつ広域的な個体群管理
の強化を図る。

○委 託 先：（一社）愛媛県猟友会

○実施方法：銃猟及びわな猟

○委託期間：９月～１０月

○捕獲目標：１００頭

指定管理鳥獣捕獲等対策

実施概要

出典：自然保護課業務資料



（２）防護柵の設置による「守り」の対策

それでも柵
が突破され
たら

「跳び越せる」、「潜り込め
る」と思わせない設置方法

国・県事業 ２３年度 ２４年度 ２５年度 ２６年度 ２７年度 ２８年度 計

整備面積（ha） 300.2 442.5 378.1 531.6 458.1 282.4 2,392.9

整備距離（Km） 161.6 273.6 282.5 285.7 297.3 203.0 1,503.7

重要

重要

住民による点検・補修

① 防護柵の整備状況



② 保守点検と管理体制の重要性

0% 20% 40% 60% 80% 100%

月１回以上

年数回

年1回

不定期又は点検なし

大変効果あり どちらかといえば効果あり

あまり効果なし 殆ど効果なし

出典：（株）野生鳥獣対策連携センター

点検頻度 集落柵の効果

保守点検の頻度が高いほど、効果は高い



③ 森林での防護対策

年度 件数
延長
（ｍ）

新植地
面積
（ha）

備 考

H23 4 7,069 19.09
四国中央市、新居
浜市

H24 1 1,318 3.30新居浜市

H25 5 4,927 15.48
四国中央市、新居
浜市、松山市、西予
市

H26 7 9,203 24.65
四国中央市、新居
浜市、西条市、大洲
市

H27 14 13,392 49.78

四国中央市、新居
浜市、西条市、西予
市、宇和島市、鬼北
町、松野町

計 31 35,909 112.30

くわんたい リンロン バークガード

造林事業による防護柵の設置促進 防護柵設置概要

被害軽減資材

出典：森林整備課業務資料



（３）住民の主体的取組を促進する「地域体制づくり」

餌場となる放任果樹

鼻で70ｋｇを上げる

点検地図作り

勉強会により鳥獣の生態、対策を研鑽 集落内環境点検

原因・課題の抽出、解決策の検討住民による対策の実践

２４年度から、毎年５集落を支援
検証
改善



Ⅲ 鳥獣害対策を支える環境づくり
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（１）狩猟者延べ人数の推移

１ 狩猟者の推移と確保・育成対策

出典：自然保護課業務資料



■狩猟の魅力を伝え、狩猟免許及び銃砲所持許可を取得するための講座を開催（年4回）

■狩猟免許と銃砲所持許可を取得した受講者には、取得経費等を補助

1人あたりの補助単価 第一種免許 わな免許

狩
猟
免
許
等
取
得
支
援
（補
助
額
）

狩猟免許申請料 5,200円 5,200円

予備講習会 7,500円 7,500円

大日本猟友会 4,800円 2,300円

県猟会費 4,000円 4,000円

ハンター保険 3,000円 1,000円

銃所持許可申請料 10,500円

猟銃等講習会 6,800円

射撃教習申請料 8,900円

射撃教習受講料 40,000円

合 計 90,700円 20,000円

年 度 受講生
狩猟免許（第

一 種 銃 猟 免

許）取得者 内、銃砲所持許

可取得者

２６年度 ２０名 ８名 ４名

２７年度 ２０名 １３名 １２名

２８年度 ２０名 １１名 １０名

狩猟基礎知識講座 現役猟師との意見交換 獣肉処理施設の見学

■受講者と狩猟免許・銃砲所持許可者数 ■狩猟免許・銃砲所持許可取得経費の補助

（２）狩猟者の確保育成対策 ～有害鳥獣ハンター養成塾～



（３）地域の捕獲体制づくり（中予地方局）

■北条、中島地区を対象に、地域の捕獲体制づくりを支援
・猟友会の協力による捕獲体制の見直し ・各種講座の開催による狩猟初心者の育成
・罠による猟法の推進

罠の自作講座 獣肉活用講座罠名人による仕掛け方講座

猟友会と連携した地域の捕獲体制づくり（平成26～27年度）

捕獲体制づくりの強化支援（平成28～29年度）

年度 ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７

北条地区（頭） ３９ ７０ ５１ ６５ ３３９ ４３７

中島地区（頭） ４４ １３４ ２６３ ４４９ ７２４ ７２４

※有害鳥獣捕獲期間（4月1日～10月31日）の捕獲数 出典：北条猟友会、中島地区イノシシ対策協議会

■有害捕獲頭数（イノシシ）の推移

■中島地区での捕獲頭数の増加に対応した島内での獣肉処理・加工のあり方の検討、北条地区に新設され
た処理施設への運営を支援し、捕獲獣の地域資源としての活用を推進中

■学校法人河原学園電子ビジネス専門学校と協力し、スマートフォン用のアプリ“鳥獣捕獲情報「いの・シー
カー」”を開発・改良中



（４）狩猟者の負担軽減対策

狩猟免許

○○○○
・・・・・
・・・・
○○○○

■狩猟免許取得・更新、ハンター保険料等
■有害鳥獣の捕獲活動に必要な消耗品、装備品の整備
■捕獲技術向上のための射撃教習、技能講習経費

手数料 帽子 ベスト トランシーバー

■国への要望により、平成３３年１２月３日まで延長

■平成３０年３月３１日までの免除等期限を、更に延長するよう国へ要望中

■実施隊員「当分の間、免除」、捕獲従事者「１／２減免」

市町による捕獲等の活動を支援

狩猟税の免除・減免措置の要望

銃所持許可の更新時における技能講習の免除期限の延長



■狩猟者に対し、年間200頭以上のシカを捕獲する名人

と呼ばれる狩猟者による現地講習会を実施（年２回）
■鳥獣害対策を担当する県、市町、ＪＡ職員等に対
し、捕獲から獣肉活用までの研修を実施（年２回）

シカ名人による捕獲力向上研修 鳥獣害対策指導者育成研修

２ 鳥獣害対策指導者等の育成

名人による罠仕掛け方の実演

防護柵等の実証圃場

■農林水産研究所等に実証展示している防護柵等の機材

イノシシ・サル複合防護柵
（鉄筋柵＋電気柵）

ハクビシン等中型獣防護柵
（防護ネット＋電気柵）

動体検知センサーカメラ



■捕獲者が実際に目にすることができなかった、夜間の有害獣の動きや習性、ベテラン狩猟者の捕獲技術、県
内メーカーが開発したICT機器を利用した捕獲の様子等を、県内で撮影された500ファイル以上の動画データを
編集し、研究者のコメントを加えたマニュアルとして、Webサイト上で広く公開。

■マニュアルは、新たな狩猟者や指導者を確保、育成するために、県が主催するハンター養成塾や指導者研修
会で教材等として活用。

遠隔監視型捕獲システムによる
捕獲方法の紹介（イメージ）

「動画で見る有害獣捕獲マニュアル」

捕獲名人によるくくり罠の仕掛
け手順の紹介（イメージ）

（今年度作成・公開予定）



３ 捕獲獣の有効活用の促進

（１）県内の獣肉処理施設概要
施設名 ししの里せいよ しまなみイノシ

シ活用隊
上島町獣肉処
理加工施設

森の息吹 高輪ジビエ

市町 西予市 今治市 上島町 松野町 松山市

運営
（整備年度）

公営
（平成22年度）

民営
（平成22年度）

公営
（平成23年度）

公営
（平成25年度）

民営
（平成29年度）

Ｈ２８処理実績 イノシシ63頭 イノシシ188頭 イノシシ104頭 シカ324頭
イノシシ14頭

－

主な販路 阪神方面のデ
パート

関東、県内のフ
レンチ等レスト
ラン、ホテル

道の駅、地元の
宿泊施設、学校
給食等

県内、関東、阪
神方面のレスト
ラン、ホテル

－

その他 － 革製品の製造、
骨を食材利用

－ シカ皮の提供
依頼あり

－

※食品衛生法に基づく食肉処理業等の許可を有する１２施設の内、上記５施設は販売目的のもの。その他７
施設は自家用目的（一部販売することあり）のもの。



（２）ジビエ料理講習会・獣肉加工品評価会

■監修：神原佳考
2016世界料理オリン
ピック銅メダル獲得

■監修：門田征吾
全国司厨士協会四国地方本部会長

■講師：藤木徳彦
NPO法人日本ジビエ振興協議会理事長

今治市大三島産イノシシ、松野町産シカ 上島町産イノシシジビエの料理方法の普及

■愛媛県食品産業技術センターによる成
分分析

■イノシシ燻製は、ブタに比べ、グルタミン
酸が約２倍で、食味でも濃い味わい

■シカ燻製は、ブタに比べ機能成分のアン
セリンが12倍豊富

■県内外料理人150人が試食
■アンケート結果を基に商品をブラッシュ
アップ

■道後ホテル、洋食レストラ ン等で提供

■生ハム、リエットを試作
■県内料理人100人が試食
■リエット、シチュー等は島内の料理店でも提
供される予定

■獣肉の料理法を実演、試食、商談等

料理人を対象とした料理講習会 イノシシ、シカ燻製加工品開発 イノシシ生ハム等の商品の開発



■宇和島圏域に集中するシカ被害に対応するため、捕獲促進による被害の低減、品質
の良いシカ肉の活用による南予地域の活性化を図る。

■「くくりわな」捕獲センサー実証
「くくりわな」捕獲センサーを用いて、捕獲から解体処理までの迅速化を図り、肉質向上
効果を検証
・獣肉処理施設「森の息吹」、産業技術研究所等と連携

子機がシカの捕獲を感知

親機 クラウド

親機を通じクラウドサーバへ メールで狩猟者に通知

獣肉処理施設

迅速な搬入

個体確認解体処理加工製品

（３）シカ肉品質向上対策（南予地方局）

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://illustcut.com/box/pc/tabletpc/tabletpc_41.png&imgrefurl=http://illustcut.com/?p=820&docid=bAg9C4ClT2GfxM&tbnid=BJfIFLP6kZ_v5M:&w=387&h=239&hl=ja&bih=655&biw=969&ved=0ahUKEwiE753KifrOAhVJJZQKHdgXB6gQMwhBKBkwGQ&iact=mrc&uact=8
http://www.bing.com/images/search?q=%e6%90%ba%e5%b8%af%e9%9b%bb%e8%a9%b1%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&view=detailv2&&id=223132CD1937FEF1A9DC53EA445EE13CD8E6EABB&selectedIndex=10&ccid=mqGOZeSQ&simid=608039530551837927&thid=OIP.M9aa18e65e490532382d8dc737e6bf0efo0


■有害獣の防除・捕獲から獣肉の流通、消費に係る情報を、一括して提供するポータルサイト
■「動画で見る有害獣捕獲マニュアル」の公開
■防護柵の設置方法、住民の主体的な取組等の被害対策を紹介
■県産獣肉を扱うホテル・飲食店等の紹介、獣肉処理施設の獣肉・加工品はECサイトで購入が可能

■提供店レポート

■獣肉処理技術

■提供店レポート

動画で見る有害獣捕獲
マニュアル（リンク）

えひめ鳥獣害対策総合ポータルサイト（イメージ）

４ 鳥獣害対策総合ポータルサイト


